
＜各ポリシーの関連性＞

想定する学生像（職種） 養成する人材像

①

健康と医療、環境に対する
高い関心とリサーチマイン
ドを持っている者
（情熱）

①
公衆衛生の５つのコア領域
を基盤とした教育

①

公衆衛生の５つのコア領域
の基本的内容を理解してい
ること
【基本的な知識の修得】

②

最新の研究成果や知見を活
用して、既存の枠組みにと
らわれることなく、新たな
視点で課題を見つけ、解決
に取組むことのできる者
（発見する力）

②

現状を評価・分析して課題
を発見し、研究の基本設計
を構築・実行するための教
育

②

課題を見つけ、多面的に評
価、分析し、解決するため
の科学的な研究計画の立
案、実行能力を身に付けて
いること
【課題発見と評価・分析・
研究実施スキル（能力）】

③

医療や介護などの専門的知
識に裏打ちされた貴重な経
験を有し、健康課題に対し
て、実践的な解決策を提示
しようとする者
（改革する力）

③

医療・介護等ﾃﾞｰﾀなど静岡
県の地域資源を活用し、課
題解決の方法を導き出すた
めの教育

③

研究成果を現場へ効果的に
還元するための企画立案能
力を身に付けていること
【成果還元と企画立案スキ
ル（能力）】

④

大学院修了後も、地域の医
療・介護等の現場におい
て、リーダーとして活躍
し、健康寿命の延伸に寄与
したいという意欲のある者
（実践する力）

④
ヘルスコミュニケーション
能力やリーダーシップを発
揮できる能力を養う教育

④

関係者と効果的にコミュニ
ケーションを図り、リー
ダーシップを発揮して、多
職種連携の中核を担える能
力を身に付けていること
【情報発信と管理・調整ス
キル（能力）】

⑤

カリキュラム・ポリシーに
基づく教育を通じたディプ
ロマ・ポリシーに掲げる能
力の修得を総合的に評価

※設置構想中のため、内容が変更となる場合がある。各ポリシーについては一部簡略化している。

　　　　「高度医療専門職」

地域医療のリーダーとなって、科学
的な知見に基づくデータ分析や健康
増進施策、疾病予防対策などの企画
やマネジメントを担う

＜キャリアパス＞
・臨床データの有効活用に精通した
地域の医療現場で活躍する医師等

・科学的な知見に基づきデータ分析
や疾病対策、健康づくりなどを担う
者

・臨床試験やコホート研究に従事す
る者　など

保健所などにおいて社会健康医学の
知見を取り入れた健康指導などを行
い、健康寿命の更なる延伸に資する
施策を担うことを志す者

＜対象職種＞
・保健所（行政）や企業で健康づく
り活動を行う保健師、管理栄養士な
ど

・社会福祉施設で健康指導や機能回
復訓練を行う看護師、介護職員など

 　　　「健康づくり実務者」

科学的知見に基づく健康増進活動や
疾病予防対策を住民の生活に反映す
ることができる能力を身に付け、そ
れを現場で発揮する

＜キャリアパス＞
行政や企業などにおいて、科学的知
見を取り入れた健康指導などを担う
保健師・管理栄養士等　など

アドミッション・ポリシー
（入学者受入方針）

カリキュラム・ポリシー
（教育課程編成・実施方針）

ディプロマ・ポリシー
（卒業認定・学位授与の方針）

社会健康医学の研究や取組の担い手
や、地域医療のリーダーとなること
を志す者

＜対象職種＞
・地域の病院や診療所に勤務する医
師、歯科医師、薬剤師、看護師など

・健診機関で健康指導を行う医師、
保健師、管理栄養士など
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